










【要約】神経因性膀胱では,急性尿うっ滞(急性水腎症)に引き続く高血圧緊急症が頻繁に生

ずることが観察され,CIC 療法の降圧効果は全例において認められた。その他の共通合併症

である腎機能障害,再発性尿路感染症に対しても高い有用性が確認された。従来の用手圧迫

排尿には適応の限界がある。高血圧 and/or 腎機能障害を認める児に対する CIC 療法は絶対

適応といえる排尿法である。適応例には尿濃縮力障害をきたす以前の,より早期からの教育

導入が望ましい。 


